
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早いもので今年も締めくくりの時節となりました。今年はどんな１年だったでしょうか。 

先月 19日に，小松天満宮の浮島方式による河川改修がようやく完了しました。昭和 49年に改修計画が決まって

から，43年もの年月が経ちました。全国初の工事例となる分水路を建設し，国重要文化財に指定されている歴史的

建造物の保存と治水を両立させました。 

12日には市史講座が開催され，木場潟の成り立ちと環境変化について，地形の形成過程から歴史を学びました。

多くの方々にご参加いただき，皆様の熱心さが伝わりました。下記の概要から，また思い出して見てください。 

 

第２25 号 

平成 29 年 12 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

かつて海だったところが閉じられて，およそ 5000～7000 年前に加賀三湖の

原形が出来上がりました。木場潟は，その形成以降，海域，汽水，淡水へと

変化するなど激しい環境変化を経験してきたようです。今後，今江潟におい

てもボーリングを実施し，今江潟と木場潟の同時代の環境を比べながら昔の

環境を明らかにしていく予定です。 

 

会場：小松市公会堂 
 

の厚さで見られます。アカホヤ火山灰は，ほぼ現在と同じ海面の高さの時期に噴火したことから，火山灰の堆積

している深さは，その当時の海の深さを示すといえ，当時は現在の加賀三湖より大きくて深い水域があったこと

が推定されます。その後，小松市街地，および小松空港が立地している砂の高まりである２列の砂州が形成され 

11月 12日(日) 会場満員‼  

参加人数 104名 

去年から開始した，加賀三湖のプロジェクトから１年，どんな事

がわかってきたのか，研究成果を講演していただきました。 

 加賀三湖は，元々は海だったところが何らかの原因で海から切り

離された水域の「海跡湖(ｶｲｾｷｺ)」に分類されます。約２万年前の

氷期には，海成段丘面を深く刻んだ谷が存在していました。その後

地球規模で生じた温暖化により海面が急上昇し，小松市周辺におい

ても，月津台地や柴山台地の下まで海が侵入していたことが木場潟

のボーリングの分析からわかりました。この時には（台地や山地を

除いて）小松市のほぼ全域が海域となったようです。また，木場潟

周辺のボーリングの深さ 14ｍのところに，7300 年前に九州の鬼界

カルデラから噴出したアカホヤ火山灰と推定される火山灰が 10㎝ 

第 79 回 市史講座  講 師：小岩 直人氏 
               （弘前大学教授･小松市史専門委員） 

「木場潟の成り立ち」 

【用語解説】 

海成段丘…海の近くの平坦面が，海の上昇と低下により隆起して階段状

に形成されること。 

縄文海進…氷期の後，海が高くなり内陸に押し寄せてくること。 

砂  州…海沿いに砂の流れにより，少しずつ溜まって出来る堆積地形。 

 

実際のボーリングコア 



＜事務局 11 月の活動状況＞ 

・11月 １日(水) 教育関係資料調査(安宅小学校) 

・11月 ２日(木) 教科書調査(県文教会館) 

・11月 ３日(金) ボーリング調査開始(今江町) 

・11月 ９日(木) 棟札撮影(小松天満宮) 

・11月 10～12日 ボーリング地質調査 

・11月 10日(金) 南部重造作成図面調査(博物館) 

・11月 12日(日) 市史講座 

・11月 15日(水) 建築部会 

・11月 19日(日) 県立女学校関係資料調査 

・11月 21日(火) 社会福祉関係資料調査 

・11月 30日(木) 近現代部会 

 

【ご感想】 

・ 加賀三湖が元は海であったことに驚いた 

・ 新幹線工事と一緒にこのような研究も同時に進められているとは

思いもしなかった 

・ 小松の地形の成り立ちを明らかにする画期的な研究だと思う 

・ 木場潟の成り立ちを知ることができ，木場潟を見る目が変わった 

・ 北陸の小さな地域がそんな昔から存在したことに驚いている 

・ 地理学・地質学は私たちの環境に影響が大きいことがわかった 

・ 今後の調査でわかった成果を報告してほしい 

・ 楽しく地形を知ることができた 

 

【ご希望】 

・ 粟津温泉の歴史，1000年代から 2000年代について 

・ 安宅の歴史と北前船の詳細を地質も含めて伺いたい 

・ 調査の経過後また講演してほしい 

＜12月のカレンダー＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局 12 月の活動予定＞ 

・12月 １日(金) 法師旅館・東酒造庭園確認調査 

・12月 ２日(土) 教育部会担当者打合せ 

・12月 15日(金) 教育部会 

市史講座アンケート結果(87名回収) 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

                 1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24/31 25 26 27 28 29 30 

 

【講座はいかがでしたか？】 

・ 分かりやすかった   41人 

・ ほぼ理解できた    37人 

・ 勉強になった     27人 

・ 興味深い内容だった  26人 

・ また是非参加したい  20人 
 

【年齢】        【性別】 

・ 80代以上  19人  ・ 男性 68人 

・ 70代    37人  ・ 女性  13人 

・ 60代    19人 

・ 50代    8人 

・ 40代以下   3人 

 

は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

『新修 小松市史 資料編 14 産業』は， 

12月末まで，特別価格 3,800円にて販売して

います。来年１月からは 5,000円になります。

まだの方はお急ぎ下さい。 

 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

